
 

⿂病原性細菌であるマイコプラズマ・モービレは，
菌体の⽚側に滑⾛の装置を形成し，固形物表⾯をす
べるように動くʻ滑⾛運動ʼを⾏います．この運動は毎
秒4.5ミクロンにも達しますが，他の⽣体運動と根本
的に異なるユニークなものです．私たちは1997年か
ら現在までに，装置の構造，構成タンパク質，結合
対象，エネルギー源，⼒学特性，などを明らかにし，そのメカニズムを
提案しました．「ATP合成酵素に由来する特殊なモーターで発⽣した⼒
が，外部表⾯に伝わる．その⼒は巨⼤な“クランク”タンパク質を介して，
もうひとつの巨⼤な“あし”タンパク質450分⼦を動かし，宿主表⾯のシア
ル酸オリゴ糖を，つかみ，引っ張り，離すことにより，菌体を前に進め
る」セミナーでは，⽣体運動の起源と分布についての議論も⾏います． 
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